
 

 

の後の対応がさらなるトラ

ブルを生む可能性もありま

す。企業としては、状況を踏

まえて引き続き適切な対応

を検討していく必要がある

でしょう。 

 

「残業」は転職先選びに影

響する重要事項 
 ～エン・ジャパン「社会人 1

万人の『残業』実態調査」より 
エン・ジャパン株式会社

は、令和５年５月８日、

「社会人１万人の「残業」

実態調査―『エン転職』ユ

ーザーアンケート」を公表

しました。運営する総合求

人サイト『エン転職』上で

ユーザーを対象にアンケー

トを実施し、1 万 2,940 名か

ら回答を得ました（調査期

間は令和５年２月 22 日～３

月 28 日）。 

 

◆「残業の有無や平均時

間」が転職先選びに影響し

ていると回答したのは 84％ 

「転職活動をする上で、

残業の有無や平均時間等

は、企業選びにどの程度影

響しますか？」の質問に対

し、「とても影響する」が

最多で 49%、「少し影響す

る」は 35％で、合わせて

84％が「影響する」と回答

しました。 

年代別で見ると、20 代、

30 代は半数以上が「とても

影響する」（20 代：55％、

30 代：56％）と回答し、

「少し影響する」と合わせ

ると、20 代は 89％、30 代

は 88％に上ります。 

また男女別では、「とて

も影響する」と回答した男

性が 44％に対し、女性は

54％と 10 ポイントの差があ

りました。男性より女性の

ほうが、企業選びで残業時

間を重要視していることが

わかります。 

◆残業時間が「増加傾向」

は 26％、「減少傾向」は

24％。半数は「変わらな

い」 

「ここ数年で、あなたの

残業時間は増加傾向です

か？ 減少傾向ですか？」

の質問には、「変わらな

い」が 50％と半数を占めま

した。「増加傾向」は

26％、「減少傾向」は 24％

で、ほぼ同率でした。 

業種別で残業時間が増加

傾向だったのは、「コンサ

ルティング・士業」が最多

で 36％、一方、減少傾向は

「メーカー（機械・電気・

電子など）」が最多で 32％

でした。 

◆残業時間の増加理由は

「人手不足」、減少理由は

「企業の残業制限」 

残業が増加傾向と回答した

人にその理由を聞いてみる

と、「人員が足りないため」

が最多で 75％でした。次い

で「仕事量が増えてきたた

め」が 67％と続きます。 

一方、残業時間が「減少傾

向」と回答した人の理由は、

「残業が制限されたため」が

最多で 42％でした。 

◆残業代の割増制度を知って

いる人は４割弱にとどまる 

 中小企業で働く人の「月

60 時間を超える残業代の割

増率が 50％に引き上げ」さ

れることを知っているかの問

いには、「知っている」は

39％（内容も含めてよく知

っている９％、概要だけ知っ

ている 30％）と、全体の４

割弱に留まりました。 

引上げについては、「とて

も良いと思う」（47％）と

「良いと思う」（33％）を

合わせた 80％の人が好感を

示しています。一方で、引上

げが「良くないと思う」（と

ても良くないと思う１％、良

くないと思う８％）という声

も１割弱ありました。 

 

熱中症にご注意ください 

体が熱さに慣れていない 5

月、6 月は熱中症が多発しま

す。水分を十分にとる等、熱

中症の予防にご留意くださ

い。 

 

◆社会人生活で不安に感じ

ること 

 「仕事と私生活とのバラ

ンスが取れるか」

（42.0％）、「上司・先輩・

同僚とうまくやっていける

か」（40.7％）、「仕事が自分

に合っているか」（40.0％）

が上位を占めていますが、

９割強の新入社員は、社会

人生活で何らかの不安を感

じているとの結果が出てい

ます。 

 

ハラスメントが起きたとき

の職場の対応は？ 
 

◆企業におけるハラスメン

ト対応 

改正労働施策総合推進法

の施行により、令和２年６月

（中小企業では令和４年４

月）から職場のパワハラ防止

対策が義務化され、多くの企

業ではハラスメント防止対

策に一層取り組んでいると

ころです。 

労働者側のハラスメント

への意識も高まっているこ

とで、現場では様々なハラス

メント事案への対応に迫ら

れる機会も増えていること

でしょう。 

 

◆ハラスメントが起きたと

きの対応 

実際にハラスメント事案

が発生した場合の対応につ

いては、最も悩ましいところ

です。東京都産業労働局「職

場のハラスメント防止への

取組等 企業における男女の

雇用管理に関する調査」によ

れば、従業員が相談した際の

職場の対応は「被害者へのヒ

アリング」の割合が多く、行

為者への処分としては、「け

ん責（口頭又は文書での注意

等）」が 62.5％で最多、次い

で「配置転換」29.4％、「出

勤停止」11.3％、「降格」

11.0％が続いています。被害

者への対応は、「加害者を配

置転換させる等当事者間を

引き離すよう人事上の配慮

をした」が 58.6％で最多、

「被害者の精神的なショッ

クが大きかったため、メンタ

ルケアを行った」28.8％、「加

害者から被害者への謝罪を

あっせんした」25.2％となっ

ています。 

◆難しい対応を迫られる 

ハラスメント事案が発生

し、当事者や第三者への事実

確認のヒアリングを行った

ものの、判断に迷うというケ

ースは少なくありません。そ

2023年度卒新入社員

の意識 
～東京商工会議所「2023年

度 新入社員意識調査集計

結果」より 
 

◆就職先の会社を決める際

に重視したこと 

「社風、職場の雰囲気」

60.0％ 

 半数以上が、職場の雰囲

気に重きを置いています。

その他、「処遇面（初任給、

賃金、賞与、手当など）」

（51.5％）、「福利厚生」

（41.6％）、「働き方改革、

ワーク・ライフ・バランス

（年休取得状況、時間外労

働の状況など）」（40.3％）

が上位にあがっています。 

  

◆就職先の会社が内定から

入社までの間に実施したフ

ォローの取組み 

 「採用担当者からの定期

的な連絡」（43.2％）、「会社

見学会」（29.0％）、「内定

式･内々定式」（27.6％）が

上位となっています。内定

から入社まで期間が空くの

で、単純に不安に思う学生

も多いことでしょう。 
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